














































この『豊内記』は、内大臣豊臣秀頼の最期までを描いていることに由来した名称であり 別名を「秀頼事記」 ・ 「豊臣秀頼記」とも言






















　「浅井一政自記」の存在から、恐らくは『豊内記』の作者が、一政から覚書を借用し、本文中の記述に生かしたという流れが想定されるが、そうであるとするならば、 『豊内記』は、 「浅井一政自記」を具体的にどの程度参照しているのだろうか。以下に検討し みたい。　表１は、両書の記載内容を比較検討した結果を一覧表としてまとめたものである。 『豊内記』の各記事が、 「浅井一政自記」のど 箇



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































り上げざるを得ず、その結果、豊臣家側との対立点ばかりが強調されてきたきらいがある。この点、使者 一人として豊臣・片桐両家を行き来した一政の覚書は、この事件について新たな論点を提示するこ が出来 だろう。　
二つめとして、当該時期における豊臣家中の権力構造について見通しを立てることである。当主秀頼の権力基盤が脆弱であり、その


















































13 1 条～11 条が 23 日朝四つ時からの経過であり、誰も出仕しない中、一政一人が事件の解決に奔走した。
14 23 日朝四つ時に使者を介して常心（織田信雄）より一政に知らせが届いた。それ以前は何の沙汰もなった。













































































































































































































まず、 「此返事重而可申候」 （ 【史料１】 ） ・ 「只今返事通具見届候」 （ 【史料２】 ）とある通り、二通とも且元に対する返書であることが
確認出来る（
１
） 。続いて、 「速水甲斐守以可申遣候哉」 （ 【史料２】 ）とあることから、速水甲斐守がこの返書の伝達役であることも
確かめられる（
２
） 。さらに、暗殺に怯える且元を慰撫するため、 「如在無（且元のことを粗略に思っていない） 」との文言が明記さ
れていること（
３





















このように事態の解決に向けた交渉を進める一方で、 「市正殿屋敷・有楽の屋敷ヘハ、具足・かふとをもたせ」とあるように（ 〔７〕 ） 、
且元屋敷のある二の丸では、互いへの警戒か 、両軍が睨み合う一触即発の事態に陥って 。なお、豊臣方の軍勢を率いていたのは、大野治長（淀の乳母である大蔵卿 長男で『禁裏御普請帳』に拠れば知行一万石） ・木村重成・渡辺糺 三名であることがわかる。　〔９〕
　
その後淀から呼び出しがかかり、速水と一政の両名が奥御殿に向かった。淀からみて一政は且元贔屓の人間だったようで、淀








































果、使者としての任務を放棄し 且元屋敷 加勢のため武装して駆け付けている。邸内ではいよいよ決戦を予期したのか、且元は紋所の入った正装を 、片桐家一同による酒宴が執り行われていた。夜になり一政が屋敷周辺を散策すると、嵐の前の静けさだろうか、辺りは静まり返っていたとある。その後一政は且元の二人 息子（采女・孝利）と面会し、二人は未だ十四～十五の幼年であるにも関わらず、その気骨ある風情に感じ入り、 「さすが且元の子である」と称賛 綴っている。　〔
19〕　
二十六日夜半の片桐家中の様相を伺う限り、皆開戦に向けて気持ちを高ぶらせており、戦端が開かれるのはもはや時間の問題
であったが、しかし、一政と異なり、秀頼側に残った速水を始めとする七組衆の面々が、 「せっか これま うまく進めてきた交渉を、このまま無為にしてしまうことは良策ではない」と秀頼に提言したこ で、この流れに歯止めがかかる。そ で七組衆の面々が、 「以前決めた通り、本日人質を提出して いかが」と提案し ところ、 側は子息の孝利を人質とし 送り出した。その後秀頼も間もなく孝利の身柄を返還した。こ よ に、た え敵対していよう 身内同士 戦闘を避けることは豊臣・片桐双方にとって共通した思いであり、その めに瀬戸際においても解決策（妥協点）が模索され続けていた である。　〔
20〕　
翌二十七日のことか、秀頼から且元に対し、 「且元に如在ないことは承知したが、屋敷に兵 集結さ たことについては十分




























































































































































（第一章） 、その書誌情報を確定した（第二章） 。さらには、 「浅井一政自記」の記載内容を読み解くことで、豊臣家中からみた大坂の陣について検討してきた（第三章） 。本稿で明らかにした成果のうち、前掲の課題に照らして、最後に改めて強調しておきたいことは次の三点である。　（１）
　
大坂城退去前の片桐且元と豊臣秀頼が、平和的な解決方法を模索し、多岐に渡る交渉を続けていたこと。周知の如く、両者は
最終的に決裂してしまうものの、且元が自身の屋敷に籠っ いる間、全く 没交渉であったわけではなく 内紛 よる犠牲者が出ることを瀬戸際で止めるため、双方が了解を取りつつ、様々な妥協策が提案されていたことが見てとれる。その結果、一政が「秀頼と市正との間埒を一端明申事」と認識した如く 僅かであれ 両者間の緊張も緩和 のである。　（２）
　
豊臣家内部の意思不統一な様相について。秀頼の母・淀が、政務に介入し、時に当主である秀頼を差し置いてでも我を通そう









































阿部一彦「 『大坂物語』と『豊内記』 」 （同『 『太閤記』とその周辺』和泉書院、一九九七年） 。を参照のこと。
（
5）




























一九四頁） ・ 『大日本史料十二編之十五』 （東京大学出版会、一九七二年、
一九四～一九六頁） ・ 『新修大阪市史史料編






















「 『大坂冬の陣・夏の陣』に収斂する淀殿の役割」 『女性歴史文化研究所紀要一一』二〇〇三年） 。
（
















































山本博文『加賀繫盛記』 （ＮＨＫ出版、二〇〇一年） ・長屋隆幸「 『戦功 上』の成立について」 （同『近世の軍事・軍団と郷士たち』清文堂出




















































































































44） 「当代記」 （ 『史籍雑纂第二』 ）では、片桐家に人質として差出されたのは大野治長方の人物とされる。なお、慶長十九年九月二十八日付で京都所司代の板倉勝重が伊勢桑名藩主本多忠政に宛てた書簡中に、 「早々立退不申候者、やきつくし可申との使、秀頼ゟ立申」とする過激な描写があるが（ 「大阪城天守閣所蔵文書」大阪城天守閣編『大坂城・上田城友好城郭提携
10周年記念真田幸村の生涯を彩った人たち』二〇一六年、一三五




之由疑とて、人数抱させ不申候」 （ 「大阪陣山口休庵咄」続群書類従完成会編『続々群書類従四』国書刊行会、一九七八年 とあるように、参戦を許されなかった。
（
46）
寺尾勝右衛門は、大坂落城時秀頼と共に自刃した近習の 人としてその名がみえる（ 『綿考輯録巻三』出水書院、一九八九年、三十三頁） 。
（
47）






















































































記』に留まらず、諸書 参照されており、その一例として、内閣文庫所蔵『大坂軍記今木家伝集（全四冊） 』 （史料番号一六八
―
〇二〇九）があ











































































た。ゟ（より） 、江（え） 、而（て） 、茂（も） 、与（と） 、者（は）

























































〳〵笑止なる事ニ候」 、如此御申候 「何事に御座候哉」と申候ヘハ、 「今日身を可有成敗 の事ニ 」と御申候、 「さても不慮成御仕合ニ候、と
（咎）
かに可申様も無之」と申候て、市正殿






 市正殿前へ出候て、 「無御如在段、乍推参、殿様へ一応申上見可申候、御心中御残シなく、私に可被仰聞候哉」と申候ヘハ、 「無如在段々」被仰候、 「そこにて人質を御出可被成候哉」と申候ヘハ、 「中々 出し可 」と被仰 〔４〕
一、



































































 市正殿ゟ返事 「少も御如在 不存通、段々申ひらき、さて御せ
（誓文）
いもん状冥加なく難有候」との返事にて候、秀頼被
仰候ハ、 「此上ハ何とあるへき哉」 、私申候、 「此上ハ御使を以可被仰遣候哉」と申上候ヘハ、 「誰かつかいニハ、可然そ」と被仰候間、 「八右衛門ニ致談合可申上 と申候而、我等ハ屋敷へ参 〔７〕 、
一、
 八右・平右 申 ハ 此御 ニハ、主膳殿可然と存候」 、八右又被申候ハ、 「口利口ニ物申人なれ共 か様の事ハ埒明
か（兼）





































































ならぬ事ニ 」 、我等申候ハ、 「 『かしこまりた』と被仰 て一度に御のけ可有候」 、 「尤 らは其通お
（奥）
くへも申、市殿























 廿四日平右・荒木勝太なとハ右のへやにて談合ニ候、 「水の手より市正殿御城へ御上り候て、城を御持堅め候て 修理なと可被仰付事 、此通市殿へ申度よしニ候、我等ニ申 へ」との事ニ候間、右之通申候 とも無御同心 、其時市正殿へ達而申候、なかく候間書不 〔
15〕 、
一、


































































に見不申候、田邉九兵衛 我等に出むかい 「是へ参 」と申候〔
17〕 、
一、






























 九月廿九日か晦日か失念申候、 「我等もつれて御退可有候間、其用意致候へ」と市殿 申 、 「御尤ニ 候 共 市正殿御
一一四
立退候者、大坂ハやかて相果可申候間、あとに残可申候、今まてハこなたへの御奉公に 御座候」と申候ヘハ、色々被仰事も候へ共、か く申に付、さらは丹後方へ市殿ゟ可被仰候間、 「あそこへ行、わ
（詫）
ひ事いたし候へ」と御申、 「丹後殿我等































































































































































事可申由」被仰 て 青屋口まて御出候 我等供いたし参て返 を承り 水の手まて参 ヘハ、井伊掃
（直孝）
部殿ニおさえら
れ候、種々かり事を申候ヘハ 「京極殿より切手 り 来候者、入可申」との事ニ候、不及是非、切手取ニ帰候ヘハ、切
一一六
手被出候事なるましきにきハまり不及是非、井口左京を頼、「市正殿陣場を尋てくれ候へ、市正殿頼候て御城へ可参候」と申候ヘハ、則、方々へ人を尋ニ遣候ヘハ、其使不帰内ニ秀頼の御入 矢倉より火出候て切腹と申候、如御存知、我等おいはらを切候奉公人ニてハ無之候間、無是非左京ニお
（送）
くられ
京への
（退）
き申候〔
35〕 、
寅年一、
 九月廿三日に秀頼と市正との間埒を一端明申事、
一、
 市殿せ
（先途）
んどを見届候事、
卯年一、
 大坂可相果と存きわめ残り候事、
一、
 五月七日ニ一番合戦に一人進出、手にあい申候事
一、
 秀頼へ達而切腹すゝめ申者我等一人にて候事
　　
此外ニ少々裁判の事候ヘ共、書のせ不申 、
　　
以上、
（張紙）
浅井一政初メ今木源右衛門ト称シ、秀頼ニ近侍シ大坂落城後、加賀ニ来リ仕、浅井源右衛門ト改ムト云リ
